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Rささum占

The author proposed previously a simple

measurlng methodfortherelativeappearlng

velocityoftheefficacyofinsecticidesbymeans

oftheknockdown ofmosquito larvae,Culex

piPiensPallens.Thistime,theauthor,aftermak-

ingsometestson●estimatingconditionsofthat,

measuredtheappearlngVelocityof21kindsof

organicinsecticides,andattemptedtomakea

newrankforit.

Therelativelethaltoxicityofeachinsecticides

wasdetermined bymeansofbioassay using

mosquitolarvae,Comparing.withthatofP･♪′-

DDT.Theappearingvelocityoftheefficacyof

eachinsecticideswasmeasuredbytheknock･

downeffectoftoxicantemulsion orsolution

appliedtothatinsectinmedianlethalconcen･

trationratio.

Whentheappearingvelocityoftheefficacy

ofp,p'-DDTwastakenasastandard,therelative
valueofeachinsecticideswasasfollows:-py･

rethrins27.2,allethrin20.5,dimethrin8.63.

1indane4.69,barthrin4.61,sevin4.49,TE戸P

2.88,nicotine2.86,DDVP1.73,methylparathion

1.14,malathion1.10,diazinon0.80,EPN0.71.

sumithion0.70,endrin0.68.dieldrin0.56,dip･

terex0.51.ethylparathion0.48,rotenone0.33,

aldrin0.21.Tllefollowingtermswereproposed

asanewindicationtoeachoftheranksofthe

appearlngVelocity:- (relativevalue)

veryrapid----･- -･---- > 15

rapid

o一dinary

slow

veryslow

14.- 5

4.- 3

2-.0･5
く 0.4

From theproductofrelativemedianlethal

concentrationand relativemedianknockdown

timeagainstinsect,and reclprOCalofrelatiye

medianlethaldoseagainstmammalsofinsecti･

cide.Wecancomparethequalityofthatinsecト

icide;thatis,thelessertheproductisthebetter

theinsecticideascontrolleragainstsanitary

rNeStinsects.Pyrethroidsuchasdimethrin,pyre･

thrins,barthrinandallethrincanbesaidto′be

superiorfortheirsmallvalueoftheproducts.

LindAne-Re8i且tAnCeinttleSo･cAlled"Tahtsuki"StrainoftheCommonⅡou8eFJy,MuBCa

domeBLE'cavI'cLna.ProblemsontheBreedingoHnsectsforBiologicalAssayofInsecticides.

XXX･ SumioNAôsAWA(IhraAgriculturalChemicalsInstitute,Shimizu)･Re,ceivedOct.31,
1962.BoEylJ･KagaklL.27.108,1962.(withEnglishr占sum6,112).

17. いわゆる高槻系イエバエの LimdarLe抵抗性 殺虫剤の生物試験用昆虫の飼-ffに関する讃即q
題 第30報 長沢純夫 (イハラ点薬研究ITr)37.10.31受刑

数カ所で飼育されたいわゆる高槻系イエバエの個体群が 1indaneにたいしてしめす托抗性の起庇を ,

'嫡下班によって検討した結果, これらのしめす 1雌あ1:りのLD丘0は, 0.05-1.08FLgの袖口郎こあ

った.さきに DDT にたいする抵抗性を検rllJした紡栗と照合すると, 交叉抵抗性に関する今日まで
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の)31兄からDDTの和独によって抵抗性ができだと瓜われる個体!料よ.Bだけの様である.lindane

にT:いすろ娼受比の上からも･H,A,Kの仙川:7rfが,lh'係 紋に一系ちかいものの様に考えられるが,
h順 紙が附 … tていrlL､那 丘,桝 i:的fJ紬 は'lLえない.lindaneにT=いしてしあさ描 慮毎の

Sよりいこかい耐性ないt.'拡抗性は.I-=の15;((如 llindaneの淘汰tとよるものであるか石かは, 系列

のことなる他の兆刑をもちいて火映をわこなつたf消火から, その交叉抵抗性の様相を解析すればあ

る押収推光が叩他であろう.

いわゆる拭槻系と称されて.わが国でひろく牧山剤

の吐物試玖検定のためにもちいられているイエバエ

のしめす DDT抵抗性については, さきにいくつか

の桐肘汀をえらんで失敗し, その結果を報告した9).
それによれは,ひとつの原系統から出発したいくつか

a)仰淋 僻も,2年余のlnJに飼持された切所によっ･て,
かなり只ったものに変化していることが明らかにさ

汁,班畔系統の倖Tf･と飼fih'門州 こは招大の旺志が払わ
れるべきことが強調された.木脚 こおいてほ同じ偶作

群のしめす 1indane抵抗性を検討した結朱をのべ,

さきのDDTにたいしてしめした抵抗性の発達の繋因

を解析することとする.本文にはいるにさきだも,良

虫の飼掛 こつくされた伏見圭子班と,数値の計罪に御

助力いただいた高田なつ子班に謝意を衣する.

実鼓材料および方法

供拭昆虫 :系統の由来,また飼符桐肘料こあたえら

れた符号,飼育方法などすべてがL報l)と同じである.

供拭薬剤 :Lindane(m.p.112-30)を最高机皮 10

/Eg/mm3のアセトン桁紋として,対数皿陥0.3をも
って8段掛 こ稀釈して用いた.

拭験方法 :兆紋処即.羽立の万払 出.よび斉盤不完'

鵬型の突放.汁所などもまたすべてIlfl即)と13なじであ
ち.実験のおこなわれた6)は1962咋6月21日から8月

15日にいたる1矧IIJで全火映を通じて10421匹のイエバ
エが用いられた.

実鼓結果と考察

･中央致死率tの算定 :実験日ごとに各個体群につい

てえられたL#ilTaと致死ヰ三の関操をプロビッ ト交換法に

より盤PJ!し,まず回榊秘の平行性を変昆分析の方法で

検定した.その絶妙 ま郡111にしめすごとくで.有意

水準0.05において (EJi敗1にJ3ける外nミ川別のILll柑緑
の平行性を検定した†lr=こi八､ては,イ描.I.水qiO.01にお
いて)平行関係にあるも0)とY,･えてさしつかえない.

の平行化をはかり,そ川 こよって'tli.u･印された中火致

死水虫!こもとづいて以綾0).汁印をすすめることが可他
である. bu･をもちいて和.汁許されたそれぞれの回hrll
線から罪定された小火ill死灘飛田数をひとつの-1壬にま

とめたのが那2:)壬である.
中央致死薬tの比較 :刑托イこ'7'a榊甲).0)'R験;it･跡 こも
とづいてえら】tた耶211壬の火映約iIミを,一斑の-JJ瀧で
整理したのが那4滋郡1欄o)平均小火放死手媒並指数で
ある.邦3=ilの放肌は-I17･rJFlリ上敷死相it指数を1,7定す

るための係数をもとめる分l'Yt分UTrの純朴 C･ある.郡4

･-Jlにしめした /Lg/g の放仙 ま帆剛lH1位. 1雌の生体
lTiを 18mgとして印)i:したA'(肌である.Sのlindane

にたいする!･B受性を1とした叫の.各桐仙 作の相対耐

性ないし抵抗性の激情を那4-炎o)最後の欄にしめし

た.節4衣にしめされたlindane抵抗性の程度をみる

と,DDTの場合におけると同校CおよびDの個体鮮

Table1.ComparlSOnOftheslopesofthecurvesrelatingprobitkillandlog-dosages,

representingthedosage-mortalitycurvesbaseduponweighted,correctedprobits.

Variancedueto
Degrees
of
freedom

Experiment1

Combinedslopeforall
tests,ふ｡

Differencesbetween
dailyslopes
Differencesbetween

individuals一opes

Defiationfrom
straigbtline

Experlment2
S-umof
SluareS

678.89643

6.12525

19.12714

45.91960

109
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Square
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Table2. Toxicityintermsofthelog-LD50foreachseries.

2.365 2.663 4.706

S

G

H

I

∫

K
L

1.146 1.445 0.909

2.172

1.230 0.877

1.496 1.604

1.723

0.926

1.700 1.724

3･694 ､3･831 4･080124･73710･oool24･737

1.944 1.939

0.989

1.661

1.574 1.837

1.212 1.154

1.690

3.468

6.105

3.006

4.720

4.999

3.333

5.321

･･ 巨･814 4･398 4･181 3･559 4･145 5･203 4･652卜30･95210･ooof30･952

Table3. Analysisofvarianceforseparatingvariationbetweendaysfromremainder.

Variancedueto

Populations.ignoringdays
from V,

Days.exclusiveofpopulations
from TV-

Errorwithindaysand
populations

Total

Degreesof
freedom

Experlment1
~~盲i蒜i~盲fssquuT,eosfIMeansquare
3.488409

0.490617

0.276701

4.255727

0.081770

0.039529

Experiment2

Meansquare

2.550893

0.234565

0.105394

2.890852

0.039094

.0.015056

が-dfに感受性である.しかしCの個体拝削ま性比が著

しく火った/JiBI!的には邦男であると考えられるもので

あった.また,Dの仰淋 那は夕t国の感受性系統がその

まま'I.●l;槻系とあやまられて科人されたと推定されたも

のである. このことは 1indane!LB受性をしらべた本

鞘の組火においても,そのままとりいれることが叫経

の様で,比較の対只(tとして一応除夕tLてもよいであろ

う.つぎに,H,A,Kの桐肘作が.DDTのJ.感受性の程

度から,原系統に割合ちかい偶作がであるとしたRl走

は,本職の 1indane感受性を しらべた精米からもな

りたつ 様である.捺準に用いたSの個休群もこれら

K,H,A 個体脚のそれに比べれば,わずかの耐性をし

めしている. このSよりも 1indaneにたいしさらに

揃い耐性ないし抵抗性をしめしているのは.F,I,J,

110

L,E,Gの個体群である.これらは lindaneないし

heptachlor,dieldrinの様な Cyclodiene化合物あ

るいは有機燐殻虫剤の軸汰をある程度うけているもo)

と考えられる.しかし,そのうちの化合物Ltf･のいずれ

によって大きな淘汰をうけたかはここではいえない.

ただBの個体がだけは今日までの交叉拡抗性に肝)･る

知見からDDTないしその研紘化合物によって紬u(さ

れたと結論してさしつかえないであろう. すなわち

Kearns7)は40のことなるイエバエの拡抗性系統を火際

に突放検討した紙粧,これらはつぎの37料こわけうる
ことをのべている.すなわち,(I)野夕は たは実験'iiに

おいて,DDTおよび methoxychlorの蜘汰に よっ

てできた DDTおよびその耕糾 ヒ/[7物にたいする拭

抗性は, γ-BHC,dieldrinおよびそゐ軸線化合物に
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Table4. RelativeresistanceoffemaleadultsoftlleSO･CalledHTakatsuki"strainofthe

commonhousefly,MuscadolneSLicavfcl'naMacquardt.forlindaneappliedtopically,
correctedfordifferencesbetweendays.Significantdifferenceforn=8.andP,-0.05.

Relativeresistance

Standarderror

Differencebetween
populations

S

G

H

I

∫

K

L

1

Standarderror

Differencebetween
populations

ほ.感受性である. (2日iT]様に 7･-BHCまたは dieldrin

a)軸紙によってできた γ-BHC,dieldrinおよびその

斑紋化合物にたいする抵抗性系統は,DDTおよびそ

の規線化合物にたいして感受性である.(3)このilTdLtY･の

化合物によって,辿純的に軸汰された系統は,以諺ミ系

化合物のいずれにたいし七も抵抗性である.'iM･のも
ちいた13の個体群のうち少くともBの偶作耶だけは,

上記の1に該当するものと考えられよう. のころE,

F,G,I.Lは dieldrinないしその額縁化合物によ

る感受性の程班をしらべることによって,さらに何ら

かの桝決がえられるものと考える.Jの桐体即は先制

にものべた様に,その性比がひとしくないものでCと

r'~d梯あるいは-4-窮の対象からとりのぞくべきものかも

しれない.DDT13よぴその現株化合物で伽汰され,て

抵抗性の発通したイエバエは,lindane,chlordane

dieldrinなどにたいしては.わずかの耐性をしめす程

班であるという火映三三ないしリf夕日こおける偶然が矢

は,上記の Kearnsの剛/臼のみならず,多くの人た

ち1,3･4･6,6,り 0,ll)によっても糾Lbされており,DDTの淘

汰によってできた抵抗性の γ-BHCにたいする交叉抵

抗性は有意でないというのは,今日では一般的な法則

6.8 1 ;::

となっている様である.

文献の上にみられyJJr:.i似系イエ′くエ0)1indaneに

たいする!.感受性は 1碓 あたりの LD8｡でしめすと,

0.24/Lg(武術･rllHI)2)0.095/Lg(安田)18,川),あるい

は gあた りで しめす と,10.0〃g/g(Yamasaki,15)

YamasakiandNarahashi16))となっている.LDBOな

いしKT80でしめされた lindane抵抗性は,白井お

よび鈴木12),安富17)によれば,高槻系ほ.他の彦根,

福岡,板付,伝m,海老名などにくらべて,-布にひ

くいことがしろされている.安打 IT･1叩 ･21), 鈴木 13･=)

がいわゆる訂.S槻系は60ILg/♀で30-50%以下o)致死ヰi
Lかえられなかったとのべていることと!T.(t合すると,

さきにしるした交叉拡抗性の911兄から彼らの班用し
た古■古槻系のしめした DDT抵抗性は,DDTそのもの

の伽汰によってもたらされたものと推定ができる様で

ある.なお端槻系を γ-BHCで淘汰すると,彦根系程

ではないがきわめて短時日の【抑こ抵抗性が按得され7J

ことは安富21)によって発表されている.なお幼虫に

たいするLDsoは安富20)によれば 1.164p.p.m.で

CSMA系よりは耐性をしめすが,軸老名系より感受

性である.
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摘 ､ 要

(I)さきにDDIT にたいする感受性の様肘を検討し

たいわゆる11:.1)'槻系イエバエ13個体肺のIindane感受性

を,滴下班によってえらjtた結果かこら比較讃,-黙した.

突敗は7×7のラテン方格班にもとづく剤盗不)La鵬型

の計画にしたがっておこなった.

(2)高槻系イエバエの IindaneにたいするfFB受性は

飼育磯田別にみて,かなりことなったものに変ってい

ることは,DDT についてもとめた結果とおなじで,1

1雌あたりのLD丘0は0.05-1.08iLgの堀肝ごあった.

LD5｡が 0.10-0.14fLg/♀をしめす A,H,Kの3桐休

7げが,DDT紙抗性を検定したBAL合に推定したとILlJ様

似系統に一番ちかいもU)の様に.litわれる.しかし広く系

統が総(/:されていない以bi.これを誹19]することは不
丁舶巳であyL).

(3)今日までの交父拡抗性にかんする知比では,DDT

u)軸比によlってできた拡f)rt性は,lindaneにたいして

は紙抗性をしめさない.これによればさきにしめされ･

た DDT抵抗性仙■淋 脚の うち,Bだけはあさらかに

DDTないしそo)放紺 ヒ合物の軸汰によってできた桐

附けであると-P,-えられる.
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R由ttm6

Inthepreviouspaper,somebioassay･experi,

mentSOntheDDT-resistanceoftheso･called

"Takatsuki"strainofthecomm0mhouseflywere

carried outuslng13populationswhich were

dividedfrom theorzglnalstrainandbredsepa･

ratelyinthedifferentinstitutionsforabouttwo

years.Theresultofexperimentshasshownthat

themedianlethaldosagesofDDTtothecommon

houseflyofthe"Takatsuki"strainareconsider･

ablyvariable●withpopulation.Intllispaper.the

lindane･resistarlCeOfthesameFOpulationswas

discussed.Therearingmethod.ofthehodsefly,

topicalapplicationmethodofacetbnesolution

oflindane,andtheexperimentaldesignofthe

balancedincompleteblocksbasedupona7by7

1atinsquareareallthesameasthatadoptedin

theexperimentOfDDT-resistance.Themedian

lethaldosagesoflindanetothosepopulations

wereintherangefrom0.05to1.08FLg/?.As

wellasinthecaseofDDT-resistance,from the

resultoflindane･resistanceobtaineditwasas･

sumedthatthepopulationsK,HandAareclose

totheorlglnalpopulationofthe"Takatsuki"

strainwhichwasrearedin theInstitutefor

ChemicalResearch,KyotoUniversityatTaka.

tsukiuntilMay1959.However.itisimpossible

toprovethisassumptionastheoriginalpopu･

lation is notalready keptattheinstitute

mentionedabove.Itiscertainlysaidasthegeneral

rulethatstrainsmadeDDT-resistancebyDDT

pressureshow no slgnificant cross･resistance

toγ-BHC.AmongtheDDT-resistantortolerant

populationsfoundinthepreviouspaper,only

thepopulationBisseemedtobetheresultby

DDTpressure.


